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今月のことばは、真宗大谷派の学僧・安田

理深師の著『正信偈講義』第二巻の中で、
り じん

「正信偈」本文の天親章、「為度群生彰一心
て んじん い ど ぐんじょうしょうい っしん

（群生を度せんがために一心を彰す）」の一
ぐんじょう ど い っしん あらわ

心について、願心と対応させて述べられたも
が んしん

のです。

そして、「願心に感動すれば一心というも

のであり、一心の中に願心全体が成就されて

ある。願に感動すれば、感動した一心に願全

体が輝く。（中略）願心によって信心が成就
じょうじゅ

し、信心によって願心を証明する」という文

が続いています。

願心とは、『仏説無量寿経』に説示される
ぶ っせつ む りょうじゅきょう せつ じ

第十八願の心をあらわします。第十八願には、

あらゆる衆生をさとりの浄土に往生させずに
しゅじょう

はおかないという法蔵菩薩の願いの全体が凝
ほ うぞう ぼ さつ

縮されています。

安田師が「一心の中に願心全体が成就され

てある」といわれるのは、われら衆生が仏さ

まの願心を聞信すること、つまり智慧と慈悲
も んしん ち え

の功徳のありったけが信楽の一心にきわまり、
く どく しんぎょう

そこで救いが成立するという真宗の要を述べ
かなめ

られたものにほかなりません。

仏さまにとっては、衆生の痛みはわが痛み

であり、衆生のよろこびはわがよろこびであっ

て、他人事という世界がありません。しかも

救ったからといって見返りを求められること

がなく、たとい背を向けられても、あきらめ

ず辛抱強く衆生の目覚めを促されるのです。
し んぼう

願いも頼みもしなかった私の上に、「どう

か目ざめておくれ」と立ちづめ、喚びどおし
よ

のみ仏の願心に、ただ同心させていただくば

かりです。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ すっかり秋めいてきました。色も鮮やか彼岸花 （９月７日）
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表
紙
写
真
の
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
に
「
花
の
名
？
」
と
「
？
」

を
つ
け
て
い
た
ら
、
「
ヒ
オ
ウ
ギ

と
い
う
花
で
す
よ
」
と
お
知
ら
せ

の
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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ま

た
、
「
グ
ー
グ
ル
の
機
能
で
分
か

ら
な
い
花
の
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か
り
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よ
」
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も
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え
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た
だ
き
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し

た
。
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べ
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り
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す
。
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だ
け
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と
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ろ
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と
に
使
え
る

こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
き
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生
活

の
幅
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広
が
っ
た
よ
う
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気
が
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
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ら
利
用
し
て

い
き
た
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と
思
い
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す
▼
話
は
変

わ
り
ま
す
が
、
今
年
の
初
盆
の
お

参
り
は
散
々
で
し
た
。
六
日
か
ら

雨
が
降
り
続
き
十
三
日
（
初
盆
参

り
の
初
日
）
に
は
一
一
五
・
五
㎜

と
八
月
で
一
番
の
降
雨
量
を
記
録

し
た
の
で
す
。
十
八
歳
で
初
盆
の

お
参
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ

ん
な
初
盆
は
二
回
目
で
す
。
一
度

は
台
風
接
近
の
時
で
し
た
。
こ
の

時
は
強
風
も
吹
き
ま
し
た
の
で
、

今
回
よ
り
も
ひ
ど
か
っ
た
の
で
す

が
！
幸
い
、
今
年
は
翌
十
四
日
は

九
・
〇
㎜
と
小
降
り
に
な
り
ま
し

た
。
例
年
、
夕
立
は
あ
っ
て
も
朝

か
ら
終
日
降
り
続
く
雨
は
な
か
っ

た
の
で
、
「
来
年
は
こ
ん
な
に
降

り
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
強
い
思
い

を
持
っ
た
こ
と
で
し
た
。

（
住
職

松
井
卓
郎
）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ ９ 月

２３日 午前中

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

ＵＲＬ https://konkouji.jp/

９月７日現在アクセス数 121,215人

一

日

木
村
ミ
サ
子
様

臨
終
勤
行

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

月
命
日

木
村
ミ
サ
子
様

通
夜

四

日

木
村
ミ
サ
子
様

葬
儀

木
村
ミ
サ
子
様

初
・
七
日
忌

木
村
ミ
サ
子
様

納
骨

五

日

馬
原
葉
津
子
様

十
三
回
忌

木
村
ミ
サ
子
様

礼
参
り

六

日

田
中

光
徳
様

二
・
七
日
忌

斉
家
シ
ヅ
子
様

十
七
回
忌

七

日

松
岡

春
子
様

臨
終
勤
行

八

日

松
岡

春
子
様

仮
通
夜

九

日

松
岡

春
子
様

通
夜

十

日

松
岡

春
子
様

葬
儀

松
岡

春
子
様

初
・
七
日
忌

十
一
日

松
岡

春
子
様

礼
参
り

十
三
日

初
盆
会
（
九
軒
・
九
人
）

岡
村
俊
市
様

十
七
回
忌

田
中

光
徳
様

三
・
七
日
忌

十
四
日

初
盆
会
（
十
二
軒
・
十
三
人
）

那
須

ト
ヨ
様

一
周
忌

甲
斐
幸
雄
家
納
骨
堂
建
碑
式

甲
斐
イ
サ
ヨ
様

納
骨

木
村
ミ
サ
子
様

二
・
七
日
忌

十
五
日

初
盆
会
（
一
軒
・
熊
本
市
）

十
六
日

宗
祖
親
鸞
聖
人

月
命
日

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
命
日

十
九
日

真
宗
学
寮
講
義
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

二
十
日

田
中

光
徳
様

四
・
七
日
忌

佐
藤

畩
利
様

十
三
回
忌

大
塚

國
光
様

十
七
回
忌

松
岡

春
子
様

二
・
七
日
忌

二
十
一
日

木
村
ミ
サ
子
様

三
・
七
日
忌

二
十
四
日

第
五
十
一
回
九
州
組
長

研
修
協
議
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

二
十
六
日

寺
報
配
布
（
波
帰
地
区
）

大
分
教
区
青
年
布
教
使
大
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

二
十
七
日

田
中

光
徳
様

五
・
七
日
忌

松
岡

春
子
様

三
・
七
日
忌

二
十
八
日

木
村
ミ
サ
子
様

四
・
七
日
忌

三
十
日

真
宗
学
寮
講
義
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ラ
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